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た結果、リスク認識の共有化よりも専門家が連携することを優先していることが分かった。
第三章ではリスク対応の観点から、事故（クライシス）が起きた例として、新型インフル
エンザという未知なる感染症のリスク対応の事例を取り上げた。新型インフルエンザの正
確な情報把握が困難であった経験や事故回避しない限りは決して解消されない事故後の保
護者・児童生徒対応での矛盾を経験した教諭や養護教諭などの語りをとおして、一連のリ
スク対応について検討した結果、未然防止を重視し、できるだけ事故をおこさず現場がう
まくいくことを優先していることが分かった。第四章では、リスク対応の観点からして、
未然防止の活動ではあるものの、実施する行為そのものが医療行為であり、ハイリスク・
ケースである例として、痰の吸引などの対応を取り上げた。校内体制には、人的不足や教
職員の無理解、組織体制の不備など数々の悪条件があるものの、子どもの健康や安全を確
保し、教育が継続できるように、多職種連携を成り立たせながら、痰の吸引などを実践し
ている教職員や看護師などの専門家がいる。こうした関係者の語りをとおして、リスク対
応における専門家の経験を検討した結果、多職種連携を妨げる葛藤の一端が明らかになっ
た。 
終章では、三つの事例分析の結果、医療的支援を必要とする子どもに関するリスク対応
の実践では、学校の教職員をはじめ学校医、看護師などの専門家が、実践上の葛藤が有り
ながらも、子どもの死亡といった事故の回避や教育の継続のために多職種連携を継続し、
リスク対応、特に未然防止の活動を工夫して実践していることが分かっている。リスク対
応の現状と課題を明らかにするために検討した結果、判断規準の葛藤や職務範囲の葛藤な
ど、リスク対応する専門家が抱える葛藤のいくつかを明らかにした。また、専門家は、多
職種連携の難しさや実践における葛藤があるものの、多職種間の連携を継続して成り立た
せるための工夫を行っており、情報の共有化などを目的としたコミュニケーションに加え、
相手の話に傾聴し、専門家相互の理解を深めるための対話を重要視していることが分かっ
た。しかし、医療的な支援の継続を優先するあまり、時として、リスク認識の共有化がお
ろそかになっていることを指摘した。 
